
令和 8 年度 63 回生 授業概要(シラバス) 

 

 

科目名 診療・治療関連技術Ⅱ 分野/教育内容 専門分野/基礎看護学 

開講年次・時期 
2年前期 

令和 8年4月 
単位数/時間 1単位/30時間 

担当講師名 秋田剛典 
所属・役職 専任教員 

資格・免許 看護師 保健師 

授業の概要 各種検査の概要を理解し、それぞれの検査時に必要な看護について学ぶ。 

到達目標 

1.各種検査の目的と意義について理解する。 

2.各種検査が実施される際の看護師の役割について理解する。 

3.静脈血採血の目的と方法、留意点について理解する。 

事前学習内容 解剖学、生理学の学習内容を復習しておく。 

成績評価の方法 

・グループワークの取り組み状況および発表、資料の内容(30点) 

・終講試験(70点) 

※講義や演習への参加状況によっては減点の対象となる。 

使用テキスト 

・参考書      

1.系統看護学講座 専門分野 基礎看護学[3] 基礎看護技術Ⅱ 第19版【電子版】version2 

(医学書院) 

2.新訂版 看護に生かす検査マニュアル [第2版] (サイオ出版) 

授業回数 授業概要(主な学習内容) 授業形態 授業場所 

第1回 
「検体検査」 

についてのグループワーク 
演習 

教室、図書室、情報科学室  第2回 

第3回 

第4回 「検体検査」 

についての発表 
多目的室 

第5回 

第6回 
「生体検査」 

についてのグループワーク 
演習 

教室、図書室、情報科学室  第7回 

第8回 

第9回 「生体検査」 

についての発表 
多目的室 

第10回 

第11回 検査における看護師の役割 講義 教室 

第12回 静脈血採血 講義 教室 

第13.14回 静脈血採血 演習 演習室 

第15回 生体情報のモニタリング 講義・演習 教室 

履修上の留意点 

1.授業中に居眠りがあったり、授業と無関係のことをしていたりした場合には、欠課扱い 

とすることがある。 

2.グループワークではメンバーで協力し、主体的かつ計画的に学習を進める。 

3.グループワークの内容は、臨地実習に向けた事前学習や資料作りにもなる。臨地実習で 

も有用な資料となるよう、自分にも第三者にも分かりやすいものを作成する。 

4.グループワークでは、参考書として提示したもの以外にも様々な資料に当たることを期 

待するが、内容の信憑性については十分注意すること。 


